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2 0 1 6 年 1 1 月 4 日に発効 した､ 温暖化対策の新たな国際的枠組み ｢ パリ協定｣ ｡

C O P 2 1 で採択されてから発効までわずか 1 1 カ 月と いう早さは ､
7 年半もかか っ た京都議定書 の発

効 (1 9 9 7 採択 ､ 2 0 0 5 年発効) と比 べて も明らかです ｡ これは ､ 国際社会が温暖化対策の動きを加

速させよう として い るこ との表れで はな いで しよ うか ｡

異常気象による被害や ､ 海面上昇に伴う国土の消失な ど､ 温暖化による損失と被害はすで に始ま

っ ており､ 待っ たな しの状況で す｡

そ んな中 2 0 1 6 年 1 1 月 7 日から 1 8 日にかけて ､ モロ ッ コ ･

マラケシ ュ で 開催された国連気候変

動枠組条約第 2 2 回締約国会議 (C O P 2 2) ｡

今回の翠告会で は ､ 会議で話 し合われた最新情報 につ いて現地 の会議 に参加 された方か ら報告を

いただくとともに､ すで に始まっ ている温暖化の影響 ･ 被害の状況等につ いても報告を行います ｡

未来を変える ために私たち にできる ことはなにか､ 考えて みませんか ?

2 ｡ . 7 年 2 月1 1

(写真提供 : F o E コa p 叫 ∴
_
.

日 ( 土) 1 さ:さ0 一 - 1 ¢:0 0 ( 開場 1 3 ; 0 0 )

仙都会館 8 F 会議室 (仙台市青葉区中央 2 - 2 - 1 0 ) 地図裏面

1 . 報告 1 ｢ 気候正義 ( Cli m a t e ] u s ti c e) の観点から見る C O P 2 2 .]

深章亜悠美氏 ( N P O 法人 F o E ] a p a n 気 候変動 ･ エ 利 レギ ー 担当)

2 . 報告 2 ｢地球温囁化最前線国手リバス共和国の状況｣

ケンタ ロ ･ オノ氏 (キリバス共和国名誉領事館 名誉領事 ･ 大使顧問)

3 . パネルデイ スカツシ ョ ン

コ ー ディネ ー タ ー

: 長谷川公
一

氏 (東北大学大学院文≠研究科教授)



地球温暖化でいうC O P とは ､ 気候変動枠組条

約締約国会議( C o nf e r e n c e O f t h e P a rti e s) の

略称で､ 温暖化に関する国際会議です｡ 1 9 9 5 年

から毎年開催され ､
9 7 年( C O P 3 ) に京都議定書

が採択されたのも､ 京都で開催されたこの会議です｡

2 0 1 6 年の C O P 2 2 は､ モロッコのマラケシュで開催

されました｡ 次回の C O P 2 3 は､ フィジ ー が議長国と

なり､ ドイツのボンで開催されることが決まりました｡

･ 会場

仙都会館 8 F 会議室

･ 住所

仙台市青葉区中央 2 - 2 - 1 0

･ アクセス

コR 仙台駅 徒歩 5 分

] R 仙石線あお(£亀駅 徒歩 1 分

地下鉄広瀬通駅 徒歩 3 分

太平洋に浮かぶ､ とても遠くて､ とても小さい国｢ キリ

バス共手口国｣ ｡ 世界で
一

番早く朝を迎える､ とても美

しい国です｡

そんなキリノrス共和国 † †く､ 判 ノ玖

は､ 今､ 地球温暖化によ ヤ烏㌧ 予定
､

? ､

って国がなくなる危機に直
.

ォ ー 朴 ,心ア

画しています｡
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キ リバス 共和国 の位 置

( 提 供 : キ リバス名首領事 館)

* 切らすにモのまま

似 してください
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受付の ご連絡をいた しますの で ､ 送信後 3 日経っ ても連絡がな い場合にはお問い合わせください ｡

ご記入 いただい た情報は当企画以外には使用 した しません ｡




